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お 出 か け ガ イ ド
行ってみ よ う ! や っ て み よ う ！

イ ベ ン ト ・ 講 座 情 報

　このコーナーでは、市内で開催されるイベントや講座などを紹介します。
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 姿勢教育指導士の山本新さんのアドバイ
スのもと、健康的な姿勢を学び、身に付け
る講座です。●日時 =9 月 16 日（金）13
時 30 分～ 15 時●場所 = コミュニティス
ペース内（小林市本町 16 番地）●定員 =5
人●費用 = 無料●問：コバヤシ大学運営事
務局℡ 090‐6854‐2493（詳しくは、コバ
ヤシ大学ホームページで確認ください）

オトナの姿勢学（コバヤシ大学）
専門家に学ぶ正しい姿勢

　自然が生み出した奇岩「陰陽石」を見て
楽しみ、東方中の生徒による伝統芸能「輪
太鼓踊り」が披露されるなど内容盛りだく
さんのイベントです。●日時 = ９月 22 日

（木・祝）●場所＝陰陽石公園●内容＝歌や
踊り、楽器演奏などのステージイベント、
お楽しみ抽選会など。●問＝こばやし陰陽
石まつり実行委員会 ℡ 23‐1344

こばやし陰陽石まつり
伝統の輪太鼓踊り今年も披露

　ブドウ狩りとナシ狩りができる観光農園
が開園しています。●場所＝坂下地区観光
農園（北西方）、種子田地区観光農園（東方）
●営業期間＝ 10 月下旬ごろまで（時期に
よって収穫できるものが異なります）。●
その他＝入場料は無料で、収穫したブドウ、
ナシは量り売りになります。全国発送もで
きます。●問＝市観光協会 ℡ 22‐8684

ブドウ狩り・ナシ狩り
観光農園が開園しています

　道の駅ゆ～ぱるのじり横にある大塚原公
園を 30 万本ものヒガンバナが埋め尽くしま
す。●日時 = ９月 18 日（日）10 時～ 15 時

（少雨決行）●場所＝道の駅ゆ～ぱるのじり
●内容＝農産品や加工品などの販売、買い
物した人を対象にした抽選会、花木の無料
配布、ステージイベントなど●問＝道の駅
ゆ～ぱるのじり ℡ 44‐2210

第 8回ひがん花まつり
一面に咲く 30 万本のヒガンバナ

教育委員会教育委員会■学校教育課 ℡ 23-0424　　■社会教育課 ℡ 22-7912
■スポーツ振興課 ℡ 22-7911

ＥＤＵＣＡＴＩＯＮ
～学校図書館が地域と学校をつなぐ～

　社会に開かれた次世代の学校モ
デルとして、学校と地域とが一体
になって取り組み、学校図書館を
中心に、子どもも大人も学びあい
育ち合う教育体制を構築すること
を目的として研究協議会を設置し
ました。

　７月 26 日、細野小学校の図書
室で、中屋敷教育長より研究協議
会委員 11 人に委嘱状が交付され
ました。協議会会長に細野小学校
の安

あんどう

藤重
しげのり

則校長、副会長に細野ま
ちづくり協議会の内

うちむら

村文
ふみひこ

彦さんが
就任されました。

　委嘱状交付後、宮崎大学の高
たかはし

橋
利
としゆき

行准教授をファシリテーター
に、意見交換会を行いました。
　平成 30 年３月 31 日まで、地域
全体の読書力向上に繋がるように
話し合いを続けます。

　文部科学省の委託事業を受け、細野小学校・細野中学校を研究指定校に「地域との協働による新たな学校
モデル構築事業」を開始しました。

第１回研究協議会開催

～遠く離れた仲間との出会い～「姉妹都市交流事業」

　７月23日（土曜）から25日（月曜）
までの 3 日間、姉妹都市の能登町
から 20 人の中学生が市を訪れまし
た。毎年交互に中学生が互いのま
ちを訪問して交流を深めています。
　市から８人の中学生がおもてな
しする側として参加し、23 日は須
木地区のかるかやに宿泊。バーベ
キューや花火で交流を深めました。

　翌 24 日には小野湖でのカヤック
体験を楽しんだ後、野尻地区へ移
動し、市の中学生と一緒に地元農
家さん 7 軒のお宅へ分かれて農家
民泊をしました。中学生同士はも
ちろんのこと、温かく迎えてくだ
さった農家さんとも早々に打ち解
け、「小林の家族ができたみたい」
と喜ばしい声も上がっていました。

　25 日のお別れの会では抱き合っ
て別れを惜しみ、次年度の再会を
約束する姿が見られました。
　姉妹都市交流事業はこれからも
続いていきますが、今年の出会い
が今後、将来にわたって引き継が
れ、姉妹都市交流の更なる盛り上
がりにつながることが期待されま
す。
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